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2020 年度事業 進捗報告書（資⾦分配団体） 

● 提 出 ⽇ ： ２０２2 年 １０⽉ ３１⽇ 
● 事 業 名 ： 社会的孤⽴解消のための事業  
● 資⾦分配団体 ： 特定⾮営利活動法⼈宮崎⽂化本舗 
 

①  実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 
進捗
状況
＊ 

孤⽴者の⽣活状況
を把握する 

事業を通じて定期的
な利⽤者把握とヒア
リングやアンケート
が実施されているか 

公表されている資料の数字
から⼀⼈以上孤⽴者を把握
し、その属性や⽣活環境を
把握できている 

2022 年 3 ⽉ 

2023 年 3 ⽉ 

2024 年 3 ⽉ 

段階別に達成 

 

資⾦分配団体において、実⾏団体各団
体の孤⽴の把握状況を把握していくこ
とで指標の達成を⽬指している、現時
点では各分野の孤⽴者を定義し、把握
に努めている状況である 
 

２ 

実⾏団体と関係者
によって、制度等
の問題点が顕在化
する 

課題を顕在化した報
告書や提⾔の数 

関係各所と共有され
た課題の数 

 

顕在化した課題を報告書や
提⾔として、外部に向けて
発信できている 

2022 年 3 ⽉ 

2023 年 3 ⽉ 

2024 年 3 ⽉ 

毎年度確認 

 

各実⾏団体が対象とする孤⽴者の課題
の把握に努めており、現時点では外部
に向けた発信はできていない 
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実⾏団体と関係者
によって孤⽴者に
対する効果的な⽀
援策が設計される 

実⾏団体の孤⽴者に
対する効果的な⽀援
策が設計され、関係者
と合意できている 

関係者との対話の場が設定
され、効果が図れる⽀援策
が設計されている 

2022 年 3 ⽉ 

2023 年 3 ⽉ 

2024 年 3 ⽉ 

段階別に達成 

 

実⾏団体ごとに異なるところではある
が、団体によっては対象となる孤⽴者
のグループをつなぐ場を設定し、効果
的な⽀援につながる期待の持てる場が
できつつある。孤⽴者を間接的に⽀援
する団体においては、現在孤⽴者⽀援
を⾏う団体をつなぐ場をより効果的な
ものとするために、アンケート調査を
⾏うなどしている。 

中⼭間地域における孤⽴者の孤⽴の解
消を⽬指す団体においては、⾃治体な
どを絡めた地域の指標づくりをおこな
っており、今回の中間報告を経てアウ
トカムの変更も計画している 

 

 

社会的孤⽴者が安
⼼できる場づくり
のために必要なス
キルを実⾏団体が
⾝に付ける 

スキル習得のための
研修等が実施された
回数および時間 

スキル習得のための
研修の参加者数 

 

社会的孤⽴者が安⼼できる
場づくりのために必要なス
キルを習得できている 

2022 年 3 ⽉ 

2023 年 3 ⽉ 

2024 年 3 ⽉ 

段階別に達成 

 

当休眠預⾦事業の事業審査から参加し
ている委員により構成される⽀援委員
会の委員をはじめ、外部メンターによ
る研修（アンケート設計研修、コーデ
ィネイター研修など）・ワークショップ
を複数回実施し、⽬標達成に努めてい
る。 
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孤⽴者や関係者の
相互コミュニティ
が構築される場を
整備し、運⽤の検
証を⾏う 

相互コミュニティに
必要なツールや関係
者、場の設定について
具体的なツールや⽅
法が特定されている 

・相互コミュニティの場に
ついての具体ていきなツー
ル や⽅法が特定 さ れ て お
り、活⽤されている。 

2022 年 3 ⽉ 

2023 年 3 ⽉ 

2024 年 3 ⽉ 

段階別に達成 

①ZOOM などを活⽤し定期的な交流
の場を設定した 

②専⽤のウェブサイトを⽴ち上げ、孤
⽴者の⽀援を⾏う団体をつなぐ場を設
定した。 

 

2 

先進事例の情報収
集やノウハウの蓄
積を⾏う 

収集された先進事例
件数 

蓄積されたノウハウ
が掲載された報告書 

ノウハウが発信され
た関係団体数 

 

先進事例の情報収集やノウ
ハウの蓄積・整理が⾏われ
ている、それらが発信でき
ている 

2022 年 3 ⽉ 

2023 年 3 ⽉ 

2024 年 3 ⽉ 

段階別に達成 

各実⾏団体において、メンターおよび
⽀援委員会や、先進事例を持つ団体へ
のヒアリングを⾏うなど、情報集をお
こない、⽉例の会議などにおいて分配
団体が収集必要に応じて、各実⾏団体
へ共有等を⾏った。 

2 

情報発信のための
チャネルの開発と
整備を⾏う 

情報発信チャネルの
開発数 

発信された情報量の
変化 

 

情報発信に必要なツールや
スキルを⾝に付け、開発を
⾏いそれらを活⽤できてい
る 

2022 年 3 ⽉ 

2023 年 3 ⽉ 

2024 年 3 ⽉ 

段階別に達成 

 

休眠預⾦事業のウェブサイト⽴ち上げ
ている。 
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【⾮資⾦的⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 
進捗
状況
＊ 

実⾏団体内のノウハ
ウの蓄積と共有があ
り、団体の事業の効
率や効果が向上する 

・蓄積されたノウハウ
を活⽤した事業計画や
報告書の数 

・プロセスやプログラ
ムをマニュアル化し整
備した数 

 

実⾏団体が、休眠事業で
関わる団体をはじめとす
る様々な団体とネットワ
ークを構築し、関係者を
つなぐコーディネイト実
績がある。 

2022 年 3 ⽉ 

2023 年 3 ⽉ 

2024 年 3 ⽉ 

段階別に達成 

 

団体とも、事業を通じて組織基盤の強
化につながるような、ノウハウを蓄積
しつつある、しかしながら現時点では
それをまだ取りまとめるなどした、報
告書やマニュアルの作成には⾄ってい
ない 
 
 
 

2 

事業の連携組織が増
え、資⾦調達の可能
性が⾼まる 

・恒常的に相談・情報交
換できる団体の数 

・事業に関わる、関係団
体の数 

・事業に関わる、関係団
体の多様性 

 

実⾏団体が、多様な団体
と連携し、事業を⾏い、
新たな資⾦調達⽅法を獲
得している 

2022 年 3 ⽉ 

2023 年 3 ⽉ 

2024 年 3 ⽉ 

段階別に達成 

 

中間時点で、新たな資⾦調達に直接つ
ながるような活動が⾏えている団体は
いないが、各団体とも関係団体は事業
を通じて増えており、資⾦調達の可能
性は上がっていると考える。 
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他団体や他セクター
と連携し、新たな事
業が⽣まれる。 

・恒常的に相談・情報交
換できる団体の数 

・事業に関わる、関係団
体の数 

・事業に関わる、関係団
体の多様性 

 

実⾏団体が、多彩団体と
連携し、孤⽴者の減少に
向けた新たな事業を開
発・実施し効果を上げて
いる 

2022 年 3 ⽉ 

2023 年 3 ⽉ 

2024 年 3 ⽉ 

段階別に達成 

 

①ホームホスピス宮崎 
同じような孤⽴者を対象とする県外団
体２団体、県内の医療的ケア児の家族
会４団体 
②みやざき⼦ども⽂化センター 
孤⽴者を⽀援する団体と⼦育てワンス
トップセンターの窓⼝となるウェブサ
イト『Co to  Co』でつながり、それら
県内の連携団体を訪問し、関係を強化
していく 
③五ケ瀬⾃然学校 
事業において関係⼈⼝の地域共通の指
標の設定を試みる、関係⼈⼝五ケ瀬モ
デルの策定にあたり、地域の⾃治体や
学校、公益団体や事業者など多様な団
体が関わっている。現在、10 団体、約
35⼈の個⼈と連携している。 
ただいずれもまだ新たな事業の⽴上げ
までは⾄っていない 
 

2 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
☐ 変更なし ☐ 短期アウトカムの内容 þ 短期アウトカムの表現  ☐ 短期アウトカムの指標 ☐ アウトカムの⽬標値 

5.新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
リモートを活⽤して⽉例会議・研修等を⾏った。 

6. 実⾏団体の進捗に関する報告 

3 団体ともに順調に進捗している。 

中間評価においては、アウトカムの発現に向けて精度を高めていくために点検・検証を行い、 

事業計画の改善を行っていきたい。 

 

 
③ 広報（※任意）  

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB 等） 
2.広報制作物等 
3.報告書等 

  



7 

2020 年度事業 中間評価報告書（資⾦分配団体） 

評価実施体制 
内部／ 
外部 

評価担当分野 ⽒名 団体・役職 

外部 データ分析・評価全般のアドバイス 伊藤 枝⾥⼦ 特⾮）ソーシャルバリュージャパン 事務局⻑ 

外部 データ分析・評価全般のアドバイス 根岸 裕孝 宮崎⼤学 地域資源創成学部 教授 

外部 データ分析・評価全般のアドバイス 荻上 健太郎 東京学芸⼤学 教育インキュベーション推進機構 准教授 

内部 情報収集・分析 ⼭内 研⼆ 特⾮）宮崎⽂化本舗 事業プログラムオフィサー 

内部 情報収集・分析 名⽥ 敬仁 特⾮）宮崎⽂化本舗 事業プログラムオフィサー 

 
A) 事業のアウトカムの進捗状況の評価 
① 短期アウトカムの進捗状況 
【資⾦⽀援】 

アウトカムで捉える
変化の主体 

指標 ⽬標値 達成時期 これまでの活動をとおして把握している変化・改善状況  

これまで⽀援地域で
把握されていなかっ
た(実⾏団体の⽀援サ
ービスを受けていな
いまたは知らない）孤
⽴者が発掘され、可視
化されている 

・発掘、可視化され
た孤⽴者数 

初期値よ り
実 ⾏ 団 体 が
把握する、孤
⽴ 者 の 数 が
増えている 

2024/3/1 各実⾏団体ごとに、対象が異なっている 
①ホームホスピス宮崎 
医療的ケア児の家族の孤⽴解消に努める団体においては、相談カ
フェを実施し、草の根的に孤⽴者の発掘に努めることとしていた
が、孤⽴者の環境から相談カフェなどに参加することがそもそも
難しいという状況が浮き彫りとなり、孤⽴者が必然的にかかわる
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病院などの上流から孤⽴者にかかわることで、孤⽴者の発掘を⾏
い、より多くの孤⽴者へつながるよう改善を⾏った。 
②みやざき⼦ども⽂化センター 
孤⽴者を⽀援する団体を⽀援することで間接的に孤⽴を解消使
⽤する団体においては、事業を進めていく過程において、事業対
象者の定義を改めて整理することをおこない、それにより活動を
再定義するなど、事業の進め⽅を変更している 
③五ケ瀬⾃然学校 
関係⼈⼝の創出により中⼭間地域の孤⽴を⽬指す団体において
位は、関係⼈⼝の定義をおこない、地域内で共有をすることで関
係⼈⼝を明確化し、それを基により具体的に関係⼈⼝を増やし、
孤⽴の解消を⽬指している、関係⼈⼝を創出する事業をコンテス
トを通してお⾏い、それにかかわる若者を孤⽴解消につなげるキ
ーゾーンとして積極的に取り込んでいくことに努めている 

これまで把握されて
いなかった孤⽴者を
発掘するための⽀援
サービスの提供がで
きている 

・新たな孤⽴者を発
掘につながるサービ
スの提供数 
・コミュニケーショ
ンを⾏う場の数 
・ 場 の創出に 向 け
た、受益者へのニー
ズの収集の質と量 
 

各 実 ⾏ 団 体
が 実 施 し て
いる、既存の
サービス お
よび、その利
⽤ 者 数 が増
えている 

2022/3/1 
2023/3/1 

①ホームホスピス宮崎 
相談カフェ、ママランチ会、体験教室、医ケア児家族会の定例会 
②みやざき⼦ども⽂化センター 
⼦育てワンストップセンターCot o Coの開設 
③五ケ瀬⾃然学校 
関係⼈⼝五ケ瀬モデル策定員会をの実施 
関係⼈⼝創出事業コンテストの実施 
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【⾮資⾦的⽀援】 

指標 ⽬標状態 達成時期 これまでの活動をとおして把握している変化・改善状況  

実⾏団体の中間⽀援⼒の獲得
を⽬指して、相談⼒・アドバイ
ス⼒、コーディネイト⼒のスキ
ルアップを⾏い、ネットワーク
を構築する 

・実⾏団体が、休眠事業で
関わる団体をはじめとする
様々な団体とネットワーク
を構築し、関係者をつなぐ
コーディネイト実績があ
る。 
・実⾏団体に相談等を受け
る窓⼝が現実もしくは仮想
空間上にあり、相談対応業
務をこなすことでアドバイ
スを⾏える状態となってい
る 
 

2024/3/1 ①ホームホスピス宮崎 
相談カフェの実施から始まり、その課題をクリアしていく過程
で、医療的ケア児の家族会をはじめとして、県内の医療的ケア児
にかかわる団体とのネットワークを構築している 
②みやざき⼦ども⽂化センター 
実⾏団体の事業を⾏う過程で、定例のミーティングをはじめ、団
体内での情報の共有の仕組みなどを⾒直しを⾏うなど、実⾏団体
内部にポジティブな変化が⽣まれるなど、組織基盤の強化につな
がる流れが⽣まれた。また団体としてアンケートなどをはじめ、
孤⽴者を⽀援する多くの団体とつながりができている。⼦育てワ
ンストップセンターとしてウェブサイトを開設しており、そこで
相談対応を受けることはできるようになった。 
② 五ケ瀬⾃然学校 
中間⽀援を⾏うにあたってはまだ不⼗分ではあるが、事業を通し
て事務処理、プレゼン、企画⽴案及びその実⾏、ミーティングの
ファシリテーション、等における能⼒が上がった。 
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実⾏団体が活動を継続してい
くための収益化に向けたビジ
ネスモデルの構築やファンド
レイズのプランニングができ
ている 

・ネットワークができてお
り、必要なメンターとのつ
ながりを活かし、ビジネス
モデルを構築できる状態と
なっている 
・ファンドレイズ⽤のペー
ジの PV 数が把握できてお
り、その数が可視化されて
いる。またその数が初期値
より 20%増えている 
 

2024/3/1 各実⾏団体とも、今現在のところ、ビジネスモデルの構築やファ
ンドレイズのプランニングまでは⾄っていない。 
しかしながら、休眠預⾦事業を通して、実⾏団体⽀援委員会をは
じめ、様々なメンターとのつながりができてきており、これをフ
ァンドレイズにつないでいきたい。 

 
 
③ アウトカムの分析「⑧アウトカムの達成度」（※任意） 

評価⼩項⽬ 評価⼩項⽬の評価結果 評価結果の考察 
各アウトプットの分析を⾏うことで、
アウトカム達成につながるか検証す
る 

分配団体のアウトプットがアウトカムに
つながるかを検証した。 

分配団体のプット、カムの分析だけでなく、実⾏団体の
成果の総和（⾞の両輪的に）でもあるので、相互の成果
を分析しつつ、最終的なアウトカムの発現につながる
のかを検証する必要がある 
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事業のアウトカムの進捗評価 評価結果の考察 
事業のアウトカムの進捗の程度は、事業終了時には 

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値を上回っての達成の⾒込みがある  

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値を達成の⾒込みがある 

 þ 短期アウトカムの⽬標値はおおむね達成できる⾒込みがある 

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値の達成は不透明である 

 ☐ 短期アウトカムの⽬標値の達成は難しい 

と⾃⼰評価する 

各団体ともアウトカムの達成に向けて、順調に進んでい
ると考える。アウトカムを達成するために、中間報告を
経て、事業において改善すべき点を改善し、各事業のア
ウトカムをより確実に発現させ、分配団体としてのアウ
トカムの達成を⽬指したい。 
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B) 事業の改善状況の評価 
① 事業の実施過程・事業改善に関する評価 

評価項⽬ 評価⼩項⽬ 評価結果 考察 

実施状況の 
適切性 

活動およびアウトプ
ットが適切に設定さ
れ、進捗状況を把握で
きているかどうか。ま
た、成果を分析できて
いるかどうか。 

把握できている。 アウトプットを⾒直していく中で、適切なもの・不適切なものがあることが分
かった。実⾏団体とともに積み上げていくアウトプットであれば、定期的な報
告により成果を把握することができる。アウトプットの内容によっては、実⾏
団体によって計ることができない項⽬があることも分かった。アウトカムの
発現に向けて、より適切なアウトプットの設定が必要であることが分かった。 

実施をとおした
活動の改善、 
知⾒の共有 

これまでの事業遂⾏
の中で、資⾦分配団体
が得た情報・ノウハウ
を各実⾏団体と共有
し有効活⽤ができて
いるか 

各実⾏団体に、情
報の共有・ノウハ
ウの共有ができ
ており、有効活⽤
されている 

実⾏団体に情報・ノウハウの共有について実⾏団体からのヒアリングを⾏っ
た。その結果概ね、情報共有等の機会・⽅法は適正であるとの回答であった。 
また、実⾏団体とのヒアリングに関する振り返りを通じて必要な情報収集や
メンター調整等を⾏う。 
 

組織基盤強化・
環境整備 

事業の運営管理体制
に問題はないか 

改善の必要があ
ることが分かっ
た。 

①内部の連絡や情報共有の⽅法に問題はないか。適切な情報共有がされてい
るか 
②⽉次⽇報作成や経理帳簿作成のオペレーションに問題はないか 
③実⾏団体に対する連絡や、実⾏団体からの相談、報告の⼿法に問題はない
か。適切に⾏われているか 
④JANPIAとの連絡や相談、打ち合わせ等について適切かどうか 
各項⽬について検証し、適切に実施されているか検証を⾏った。②について⼈
員の不⾜による、作業の遅れがありオペレーションに問題があったことを確
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認した。事業遂⾏がスムーズになるよう改善を⾏う。 
①③については、進捗管理や情報共有など適切に⾏われていることが分かっ
た。 
④については、担当 PO よりコメントを頂き適切に実施されていることが分
かった。 

 
② 短期アウトカムの状態の変化・改善に貢献した要因や事例 

・審査時から事業にかかわっていただく、実⾏団体⽀援委員会が、継続的に様々な形で実⾏団体を⽀援いただいたことは貢献要因とな
った。実際のアドバイザーとしてしっかりと関わっていただいたいり、⽀援委員の⼒添えが、町への政策提⾔につながるなどのケース
があった。出⼝戦略として、休眠預⾦事業終了後の継続に事業を進めていくうえでも⽀援委員会とのつながりを活⽤することで、より
現実的になったと思われる。 
 
 

③ 事前評価時には想定していなかった成果 
・ホームホスピス宮崎の事業において医療的ケア児の家族を相談カフェなどを通して草の根的に⽀援を⾏っていく必要性があることを
事前評価において明らかにしたが、様々な理由からカフェに⾜を運んでもらうことが難しいことが事業を通じてわかった。この結果から
もっと上流(病院など孤⽴者が初めに通る場所等)から孤⽴者にアプローチが必要であることと、そのための精度の問題点などが明らかと
なり、これを⾏政に提⾔としてアプローチしていくこととなった。また、今回の事業を通じて今までばらばらで活動していた県内の家族
会をつないだネットワークをくみ上げた事は想定してなかった成果となった 
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④ 事業計画（資⾦分配団体）の改善の必要性の確認 

 þ 社会課題のニーズに事業計画の内容は合致している 

 þ 受益者や対象グループのニーズに事業計画の内容は合致している 

 ☐ 事業計画に記載している活動は、アウトプット➾アウトカムへのつながりが実際に確認できている 

 þ 残りの期間の資⾦配分・⼈員体制・スケジュールは活動を円滑に⾏えるよう計画されている 

 þ 短期アウトカム指標は、事後評価時に測定し、達成度を評価することが可能な内容になっている 
 
 
 
 

事業の改善状況の評価結果 評価結果の考察 

残りの事業期間で、事業が短期アウトカムを達成する
ために、 

☐ 事業計画は適切に改善されたといえる 

þ 事業計画を適切に改善する⾒込みがある 

☐ 事業計画の改善について、課題が残っている 

と⾃⼰評価する 

アウトプットの設定において、書きぶりとして、「資⾦分配団体の⽬線」か「実⾏
団体の⽬線（成果）」か、混在している部分があり、⾮常に分かりにくい設定にな
っている。中間評価を通じて、アウトカムの発現につながるアウトプットの設定
を⾏っていきたい。また、中間評価を経て、実⾏団体の事業にも変化が出る部分
があるため、その部分についても反映した事業計画としていく。 
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⑤ 中間評価結果を踏まえて今後注⼒したいまたは早急に取り組みたい事項をお聞かせください。 
中間評価を経て、事業に不⾜点が分配団体、実⾏団体とも⾒えているため、それを反映させた事業計画の策定に取り組みたい。 
また、実⾏団体⽀援委員会への情報共有の機会を増やし、休眠預⾦事業の宮崎県⺠への露出を⾼めて事業への理解を深めていきたい。 

 
添付資料 
活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、３〜4枚程度） 


